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1.マイクロマシン技術への取り組み

マイクロマシン技術は ｢物を小さく作る技術｣とし

て理解されがちですが､本質は ｢物を精密に作る技術｣

であると考えています｡超精密に加工 したり超精密に

組み立てた りすることができることによって､無駄が

無 く思いも寄 らないほど高い機能を持った装置を作り

出すことができると考えられます｡その意味で､マイ

クロマシン技術は省エネ ･省資源が求められる時代に

あって､様々の分野で広い応用の可能性を秘めてお り､

当社 としても注目して取り組んでいます｡

2.管内自走環境認識マイクHマシンの開発

当社は産技プロジェク トに開始当初より参画 し､管

内自走環境認識マイクロマシンの試作を､東芝､三洋

電機 と進めて参 りました｡図 1はこのほど完成 した､

その最終プロ トタイプの写真です｡直径9.5mm､長さ

66mm､重さは7.3gで､全体の消費電力は約650mwで

す｡このうち､東芝はミラー回転機構 とccDカメラ､

三洋電機は光電変換デバイス､デンソーはそれ以外の

部分 と全体のシステム化を担当いたしました｡この試

作システムは､外部より光及びマイクロ波によってエ

ネルギーをワイヤレスで供給されながら､内径10mm

の配管内を秒速約10mmで移動 し､管内で撮影された

映像を外部にワイヤレスで送信することができます｡

またこれらのマシンの制御は､外部から制御 コマンド

をワイヤレスで伝達することによって行っています｡

通信で使われているマ イクロ波の周波数帯は24GHz､

一方エネルギー供給は22GHzのマイクロ波を用いてい

ます｡これら異なる周波数帯のマイクロ波を､高効率

で受信するための2周波対応アンテナを製作 しまし

た｡このアンテナ表面には光のエネルギーも受けられ

るように光電変換デバイスも設置 しています｡また管

内を自在に移動するための移動機構には､圧電バイモ

図1 管内自走環境認識マイクロマシンの全体写真
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ルフアクチュエータによる慣性駆動方式を採用 しまし

た｡この移動機構は､他の方式に比較 して小型 ･軽量

でエネルギー消費が少ない特徴があ ります｡これらの

エネルギー供給や通信､管内移動などを行うためには

それぞれに回路が必要 となります｡そこで私たちは､

積層実装 という新しい実装方法を採用 しました｡これ

はその名の通 り基板を何層にも積み上げて基板間を接

続するもので､必要な面積を大幅に減少させることに

成功 しました｡

図2に､完成 したマイクロマシンが管内で動作 して

いる写真を示 します｡枠内にはマイクロマシンからワ

イヤレスで送 られてきた管内画像が表示されていま

す｡画像の更新 レー トは22フレーム/秒です｡この

最終プロ トタイプによって､マイクロ波によるワイヤ

レスエネルギー供給 と通信の両立､ワイヤレス管内移

動､管内映像撮像及びワイヤレスによる送信という産

技プロジェク トの目標を達成することができました｡

図2 ワイヤレスによる管内移動及び撮像動作

3.今後の取 り組み

マイクロマシンは､その技術分野の広さから､さま

ざまな分野に取 り入れられてい くと予想されます｡当

社ではこのマイクロマシン技術が､特に次世代の超小

型高機能車載 ･携帯情報通信機器の実現のために無く

てはならない技術であると考えてお り､21世紀にマッ

チ した製品を提供し､社会に貢献 していきたいと考え

ています｡


